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ビ
キ
ニ
被
災 

 
 
 

か
ら
六
十
年 

  

１
９
５
４
年
、
３
月
１

日
ア
メ
リ
カ
・
ブ
ラ
ボ
ー

核
爆
弾
に
よ
る
ビ
キ
ニ
環

礁
で
の
被
災
は
、
第
五
福

竜
丸
は
じ
め
約
千
隻
の
漁

船
が
被
爆
し
ま
し
た
。
今

年
は
、
こ
の
ビ
キ
ニ
被
災

か
ら
六
十
年
の
歴
史
の
節

目
に
あ
た
り
ま
す
。 

 

 

 

 

 

６０周年３・１ビキニデ―に参加しよう！ 

 

 

 

「核兵器全面禁止のアピール」署名 
（２０１４年２月３日現在） 大阪１００万署名めざして 

４１万０１４８

筆 

  

 

 

 

 

大
阪
か
ら 

 
 

五
十
名
の
代
表
を 

  

例
年
の
参
加
は
、
三
十

五
名
か
ら
四
十
名
の
参
加

者
で
す
が
、
今
年
は
五
十

名
が
目
標
で
す
。
西
淀
川

原
水
協
で
は
、「
今
年
は 

六
十
周
年
で
特
別
。
五
名

の
目
標
で
取
り
組
も
う
」

と
代
表
に
と
訴
え
て
い
ま

す
。 

ら
も
友
人
で 

 

 

 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

 
 

の
普
及
千
部
に 

  

２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
会

議
を
控
え
て
各
団
体
、
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
千
部
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

が
普
及
さ
れ
、
大
阪
労
連
百

部
、
大
阪
医
労
連
百
部
、
大

阪
自
治
労
連
百
部
、
大
阪
民

医
連
二
百
部
な
ど
の
注
文

が
相
次
い
で
い
ま
す
。 

 

 

一
月
六
日
、
梅
田

ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ

前
で
新
春
百
万
署

名
行
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
阪
労
連

は
じ
め
九
団
体
・
十

五
人
の
参
加
が
あ

り
、
八
十
五
筆
の
署

名
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
人

女
性
も
気
軽
に
署

名
に
応
じ
て
く
れ
、

新
春
に
ふ
さ
わ
し

い
華
や
い
だ
署
名

活
動
と
な
り
ま
し

た
。 

大
阪
か
ら
五
十
名
参
加
を 

 

 

竹山堺市長と和やかに☆ 

 

一
月
二
十
九
日
、
大

阪
原
水
協
、
堺
原
水
協

と
竹
山
修
身
・
堺
市
長

と
の
初
め
て
の
懇
談
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
原
水

協
側
か
ら
核
廃
絶
の
先

頭
に
立
つ
よ
う
日
本
政

府
へ
の
働
き
か
け
や
ア

ピ
ー
ル
署
名
の
協
力
な

ど
が
要
請
さ
れ
ま
し

た
。
竹
山
市
長
か
ら
は
、

「
核
兵
器
の
無
い
世
界

を
実
現
す
る
た
め
に
、

堺
市
も
み
な
さ
ん
と
も

一
緒
に
連
携
し
な
が
ら

や
っ
て
い
き
た
い
」
と

答
え
ま
し
た
。 

２０１３年３・１ビキニデー集会フイナーレ（３月１日） 

今年も１００万署名で奮闘します 
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関西原水協学校で大きく深く学ぶ 

 

 

☆日本原水協事務局長・安井 正和さん 

☆ノーモアヒバクシャ訴訟弁護団・諸冨 健さん 

☆東神戸診療所所長・郷地秀夫さん 

☆日本共産党副委員長・緒方靖夫さん 

１月２５日～２６日：京都教育文化センター・聖護院御殿荘 

歴
史
的
転
換
期 

 

を
迎
え
る
２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ 

  

２
０
１
３
年
九
月
に
開
催
さ
れ

た
核
軍
縮
問
題
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
会

合
は
、
国
連
史
上
初
め
て
の
画
期
的

な
会
議
で
し
た
。
七
十
四
カ
国
の
政

府
代
表
が
発
言
。
「
２
０
１
０
年
の

合
意
に
基
づ
き
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
交
渉
を
開
始
す
べ
き
だ
」
の
非
同

盟
諸
国
の
ス
ピ
ー
チ
が
続
き
ま
し

た
。
２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
は
、
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉

開
始
」
が
最
大
の
焦
点
に
な
っ
て
お

り
、
各
県
原
水
協
は
署
名
と
代
表
団

派
遣
に
全
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

 

一
刻
も
早
い
政
治
的
解
決
を 

 
 
 

今
、
新
た
な
闘
い
が
始
ま
る 

  

２
０
０
９
年
八
月
六
日
、
集
団
訴
訟

の
勝
利
判
決
が
続
く
の
を
受
け
、
政
府 

は
、
麻
生
総
理
大
臣
と
坪
井
被
団
協
会

長
と
の
「
８
・
６
合
意
」
を
結
び
、
集

団
訴
訟
の
早
期
解
決
を
約
束
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
原
爆
症
認
定
の
却
下
が

続
き
、
現
在
、
六
地
裁
で
ノ
ー
モ
ア
ヒ

バ
ク
シ
ャ
訴
訟
が
闘
わ
れ
て
い
ま
す
。 

厚
労
省
は
、
「
新
し
い
審
査
の
方
針
」

の
再
改
定
が
行
わ
れ
、
非
が
ん
疾
患
に

つ
い
て
新
た
な
標
準
設
定
を
行
い
、
改

悪
し
た
内
容
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

畿
訴
訟
判
決
は
三
月
二
十
日
で
す
。 

 

広
島
・
長
崎
と
福
島
原
発 

 
 

を
つ
な
げ
、
内
部
被
曝
問
題
を 

  

今
ま
で
二
千
人
の
被
爆
者
を
診
察

し
て
き
た
医
師
と
し
て
、
ま
た
被
爆
者

訴
訟
の
証
言
活
動
を
し
て
き
た
も
の

と
し
て
、
原
爆
と
福
島
の
原
発
事
故
の 

関
わ
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
き
た
い
。
国

は
原
爆
被
爆
者
に
対
し
て
、
ア
ル
フ
ア

線
、
ベ
ー
タ
線
に
よ
る
内
部
被
曝
を
全

く
考
慮
し
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
福

島
原
発
被
災
者
に
対
し
て
も
問
題
に

さ
れ
て
い
な
い
。
内
部
被
曝
の
問
題
を

広
島
・
長
崎
原
爆
で
明
ら
か
に
す
れ
ば

福
島
原
発
被
災
者
に
も
影
響
す
る
と

国
が
考
え
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。 

 

日
本
原
水
協
と 

 
 
 

国
際
平
和
運
動
の
進
展 

  

日
本
原
水
協
は
、
国
連
に
行
っ
て
も 

国
際
的
権
威
を
持
っ
て
い
ま
す
。
国
連

で
社
会
経
済
理
事
会
で
正
式
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ

に
認
定
さ
れ
、
フ
リ
ー
パ
ス
で
入
れ
る

団
体
で
す
。
前
第
一
委
員
会
（
軍
縮
関

係
を
論
議
す
る
委
員
会
）
上
級
代
表
の 

セ
ル
ジ
オ
・
ド
ア
ル
テ
さ
ん
が
言
っ
て

お
ら
れ
た
の
で
す
が
「
署
名
活
動
を
続

け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
日
本
原
水
協
の
活
動
に 

も
っ
と
早
く
着
眼
す
べ
き
だ
っ
た
」
と
。 

国
連
の
中
で
多
く
の
方
と
セ
ッ
ト
し
て

も
ら
う
こ
と
が
多
い
ん
で
す
。
今
後
も 

お
世
話
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。 

 

 


